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新
聞
に
よ
り
ま
す
と
「
日
米
首
脳
会
談
の
た
め
来
日
し

た
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
を
、
岸
田
文
雄
首
相
が
５

月
２３
日
（
月
）
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
ン
チ
に
て
『
神
石
牛
フ

ィ
レ
肉
の
グ
リ
ル
』
等
、
広
島
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
で
も

て
な
し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

食
材
の
神
石
牛
フ
ィ
レ
肉
は
油
木
地
区
の
「（
株
）
入
江

ミ
ー
ト
」（
代
表
：
入
江
昭
さ
ん
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
翌
５
月
２４
日
（
火
）
か
ら
の
Ｔ
Ｖ
・

新
聞
等
で
大
き
く
報
道
さ
れ
、
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
報

道
を
受
け
て
現
在
で
も
問
い
合
わ
せ
や
遠
方
か
ら
の
買

物
客
も
あ
り
、
購
入
に
は
順
番
待
ち
の
状
況
も
起
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。（「
注
文
が
増
え
る
こ
と
で
商
品
不

足
が
発
生
し
、
購
入
希
望
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
。
」

と
い
う
不
安
も
あ
る
そ
う
で
す
。） 

 

そ
れ
で
も
、
今
回
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
入
江
さ
ん
は

「
今
の
店
舗
が
あ
る
天
神
原
は
、
も
と
も
と
牛
の
市
が
立

っ
て
い
た
場
所
。
ま
た
、
有
名
な
『
豊
萬
号
の
墓
』
も
近

く
に
あ
る
。
こ
こ
で
商
売
が
で
き
る
の
も
何
か
の
縁
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
『
神
石
牛
』
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
全
て
入
江
牧

場
で
飼
育
し
た
牛
を
売
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
、
今
後
の
抱
負
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

        

ゆ
き
の
灯
り 

ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

□
楽
描
き
教
室
（
６
月
４
日
） 

 
 

 

若
林
佐
都
子
先
生
の
指
導
で
、「
あ
じ
さ
い
の
花
」「
ク
ワ
ガ

タ
虫
」
を
水
彩
画
で
描
き
ま
し
た
。
個
性
的
な
作
品
が
仕
上

が
り
ま
し
た
。 

 

□
自
然
を
楽
し
む
会
（
６
月
１１
日
） 

 
 

 

赤
木
健
二
先
生
・
前
原
一
始
先
生
の
指
導
で
、「
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
～
権
現
山
～
天
神
原
～
油
木
亀
鶴
山
八
幡
神
社
」
の

ル
ー
ト
で
油
木
の
自
然
を
探
索
し
ま
し
た
。 

□
料
理
教
室
（
６
月
１８
日
） 

 
 

 

大
西
智
子
先
生
の
指
導
で
、「
ク
レ
ー
プ
作
り
」
を
行
い
ま
し

た
。
上
級
生
が
下
級
生
に
声
か
け
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

□
粽
・
柏
餅
作
り
教
室
（
６
月
２５
日
） 

 
 

 

小
田
緑
先
生
・
神
石
高
原
町
女
性
会
油
木
支
部
の
皆
さ
ん
の

指
導
で
、「
粽
・
柏
餅
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
油
木
に
自
生

し
て
い
る
柏
の
葉
・
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
・
笹
の
葉
・
井

草
を
使
っ
た
、
本
格
的
な
「
粽
・
柏
餅
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

５
月
２９
日
（
日
）、
ゆ
き
な
び
部
会
・
伝
統
文
化
伝
承
チ

ー
ム
に
よ
る
「
安
田
亀
鶴
山
八
幡
神
社
」
の
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
撮
影
は
、
現
在
「
安
田
亀
鶴
山
八
幡
神
社
」
の
本

殿
屋
根
塗
り
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
工
事
の
経
過

を
映
像
に
遺
す
こ
と
を
目
的
に
、
工
事
完
了
前
に
急
遽
実

施
し
た
も
の
で
す
。 

 

「
安
田
亀
鶴
山
八
幡
神
社
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月

７
日
に
第
１
回
の
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
予
定
と

し
て
は
、
工
事
完
了
後
に
再
度
撮
影
を
行
い
、
最
終
的
に

編
集
を
し
て
完
成
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。 

 

そ
も
そ
も
伝
統
文
化
伝
承
チ
ー
ム
の
活
動
と
し
て
は
、 

「
神
儀
」
等
、
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
・
文
化
を
後
世 

に
遺
す
こ
と
を
活
動
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
影
響
で
現
在
は
、
主
に
油
木
地
区

に
あ
る
神
社
・
仏
閣
等
の
映
像
記
録
保
存
中
心
に
活
動
を 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡
司
孝
一
先
生
を
招
い
て
の
「
ス
カ
ッ
シ
ュ

レ
ッ
ス
ン
」
が
今
年
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

第
１
回
目
の
６
月
１９
日
（
日
）
は
２４
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催
で
辰
川
秀

幸
先
生
の
「
辰
川
道
場
」（
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
指
導
）
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
し
っ
か

り
と
体
を
動
か
し
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
運

動
不
足
の
解
消
も
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 

昨
年
度
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
の
影
響
も
あ
り
こ

の
企
画
は
４
回
し
か
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
、
参
加
者
が

無
理
な
く
楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
が
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

   

  

神石牛 

現代の神石牛の祖は、大正天皇大喪の礼の際に御轜車奉引牛を務めた「豊萬」

号としている。近代においては日本を代表する和牛の一つで、かつては比婆牛と

ともに広島産和牛の代名詞として全国で名を轟かせていたものの、一度ブラン

ドとしては消えていたことに加え、出荷数自体が少ないことから、紹介される際

には「幻の」和牛とも言われている。（引用：フリー百科辞典 ウィキペディア） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
焉
が
見
え
な
い
状
況
の
中
で
、
久
し

ぶ
り
の
う
れ
し
い
話
題
、
明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
新
し
い
モ
ノ
」
を
求
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、「
地
域
に
根
差

す
伝
統
・
宝
」
の
価
値
を
「
神
石
高
原
町
の
宝
」
と
し
て
再
認
識
し

て
、
活
か
す
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
に
足
が
つ
い
た
「
地

域
づ
く
り
」
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
石
高
原
つ
た
え
る
ネ
ッ
ト
」
が
企
画

し
、
神
石
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
時
安
）
の
児

童
が
参
加
し
た
「
農
業
体
験
学
習
」
が
東
油
木
地
域
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
３
月
４
日
：
餅
つ
き
・
５
月
１９
日
：

田
植
え
）
こ
れ
ら
の
行
事
は
「
食
や
自
然
環
境
を
考
え
る
」

「
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
生
き
方

や
生
活
を
知
る
」
等
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
餅
つ

き
や
田
植
え
を
初
め
て
体
験
し
た 

児
童
も
多
く
、
普
段
の
生
活
の
中 

で
は
体
験
で
き
な
い
油
木
地
区
の 

自
然
や
人
、
昔
な
が
ら
の
農
業
に 

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
、
有
意
義 

な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

秋
に
は
、
稲
刈
り 

体
験
が
行
わ
れ
る
と 

い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

 
 

－遊びと体験 さまざまな遊びや体験活動が子どもを成長させます－（参考：鹿児島県教育委員会社会教育課「かごしま家庭教育ナビ」） 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                    

                                  

                                  

                                  

                                  

                                   ☆地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 
 

 

 遊びや体験活動は、子どもの心の成長にとても大切です。小さい頃からさまざまな遊びや体験活動を通して、子どもは感覚を働

かせ、運動をし、ものをつくり、想像します。そして、人や自然とふれあう遊びや体験活動は、新たな発見や感動を有無だけでは

なく、社会のルールやマナーを学ぶ絶好の機会でもあります。野外で遊ぶことを勧めたり、実際に自然の中に連れ出して、自然と

ふれあう楽しさに気付かせましょう。 
遊びや体験活動の機会はたくさんあります。 

◎異年齢集団による様々な活動を通して、思いやりの心や社会性などが育まれ

ます。（子ども会等活動） 

◎世代の異なる様々な人々との関わりを通して、地域の文化・伝統に親しんだ

り、いろいろな知識や社会性を身に付けることができます。（地域行事） 

◎農業体験・ボランティア活動、自治体等の施設が実施する事業への参加など

を通して、家族の絆を深めることができます。（家族での体験活動） 

夏休み期間中は、神石高原町近隣の社会教育施設（福山少年自

然の家・県立歴史博物館・比和自然科学博物館等）でも多様な

体験活動事業が実施されます。家庭や地域ではなかなか取り組

めない活動を是非体験してみてください。 

（詳細は各施設ＨＰ等でご確認ください） 

「子どもの頃の体験が豊かな大人ほど、意欲・関心や規範意識が高い人が多い」と

いう調査結果もあります。（独立行政法人青少年教育機構調査より） 

 

 

 

「
神
石
高
原
つ
た
え
る
ネ
ッ
ト
」
は
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
の
環
境
整
備

を
目
指
し
て
令
和
２
年
に
設
立
さ

れ
、
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

事
務
局
（
赤
木
俊
二
さ
ん
） 

☏
０
９
０‐

７
５
０
８‐

０
５
９
７ 

 

 

日時：令和４年７月２９日（金）13:30～16:00 

講師：若林佐都子先生  場所：「にしかわ」 

定員：６名  参加費：５００円（画材は準備します） 

お問い合わせ/申し込み：油木協働支援センター ☏ 82-0701 

テーマ：夏野菜 

 
 

  

６
月
２４
日
（
金
）、
油
木
小
学
校
２
年
生
９
名
が
「
生
活

科
」
の
一
環
で
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
を
訪
れ
て
学
習
し
ま

し
た
。 

 

「
化
石
は
何
個
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
？
」「
化
石
館
は
い

つ
で
き
た
の
で
す
か
？
」「
一
番
好
き
な
化
石
は
何
で
す
か 

？
」
な
ど
、
事
前
に
考
え
た
質
問
を
し
た
り
、
化
石
館
内
の 

展
示
品
に
実
際
に
触
れ
た
り
と
、
短
い
時
間
で
し
た
が
し

っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

             

５
月
２２
日
（
日
）、「
小
野
地
域
運
動
会
」
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
影
響
も
あ
り
、
午
前
中
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
０
歳
か
ら
８０
歳
代
ま
で
８０
人

あ
ま
り
が
集
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
賑
や
か
な
声
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
多
く
の
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
内
容
・
時
間
・
時
期
等
を
工
夫
し
な
が
ら
少
し
ず
つ

行
事
を
再
開
し
て
い
く 

こ
と
も
大
切
で
す
ね
。 

              

 

 

 

 

８月１９日（金）に広島平和公園を訪問し、平和を祈念します。 

ご家庭等で作成された「折鶴」がありましたら、 

７月２９日（金）までに油木協働支援センターへ 

お届けください。一緒に献呈させていただきます。    

お問い合わせ：油木協働支援センター   ☏ 82-0701 

 

○日時：令和４年８月２２日（月） ９：３０～１１：３０ 

○講師：松岡敬二先生（旧油木町出身 理学博士/前豊橋市自然史博物館館長） 

○場所：油木コミュニティセンターホール  ○定員：３０名（参加費：無料） 

○内容：講演「自然科学的感性は油木に原点あり」 

お問い合わせ/申し込み  油木協働支援センター ☏ ８２－０７０１ 

mousi 

 

 

 

 

期間：令和４年７月２５日（月）～９月２日（金） 

１０：００～１９：００ 

場所：「にしかわ」展示室 （祝日・休日:閉館） 

 絶好のスポーツ日和！！ 

－お知らせ－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力：広島虫の会会長 秋山美文氏 

 

 

令和３年１０月４日開館以来、「にしかわ化石館」は

多くの来館者を迎えています。 

現在「にしかわ化石館」では、西川功氏が蒐集された

７，０００点余りの「化石・鉱物」コレクションのうち   

３００点余りを展示・公開していますが、この度展示ス

ペースを拡張し、少しでも西川功氏が遺された「宝」を

「地域で共有」するべく、改修増築工事を実施させてい

ただきます。（７月～９月予定） 

工事期間中はご迷惑をおかけしますが、趣旨をご理解

いただき、ご協力をよろしくお願いします。 

 なお、工事期間中も「にしかわ化石館」は 

通常通り開館（月・水・金）します。 
 

 


